平成25年3月8日
京都市立洛陽工業高校

校長　恩田　徹
被災地訪問と桜の植樹の案内
～洛陽工業高校『さくら、咲かそう』プロジェクト～
　洛陽工業高校では、東日本大震災から2年を契機に、被災地の復興を応援するプロジェクトを立ち上げることとなりました。このプロジェクトは岩手県陸前高田市で行われている『陸前高田さくらプロジェクト』に参加することを主な取組とし、被災地の方々に寄り添い、復興を応援することを目的に実施します。

　今回の被災地訪問と桜の植樹はこのプロジェクトの第1弾となります。震災から2年が経過しても、更地のままになっている被災地を自分の目で見たり、仮設住宅を訪問して、そこで避難生活を続ける方々と交流することにより、これからの被災地復興や今後の日本のことを考える機会としたいと思います。そして、自分たちができること、特に『ものづくり』を通して貢献できることを考え、行動するきっかけにして欲しいと思います。

自分のことだけを考えるのではなく、もっと広く社会に目を向け、考え、行動できる洛陽高生になるべく、このプロジェクトに参加してください。
集合：3月25日21時（予定）学校

解散：3月27日22時（予定）京都駅

日程：3月26日午前・・・被災地（陸前高田）視察

　　　　　　　 午後・・・『陸前高田さくらプロジェクト』に参加、桜の植樹

　　　　　　　　 夜・・・陸前高田市小泉公民館で他校と交流
　　　3月27日午前・・・仮設住宅訪問

宿泊：陸前高田市小泉公民館

　　　（〒029-2205 岩手県陸前高田市高田町字荒沢49-3）

　　　※この公民館は震災直後に避難所になっていたところです。避難所生活を模擬体験するため、今回は寝具等はありません。毛布や寝袋を自分で用意して下さい。
交通：貸し切りバス

　　　※25日夜は車中泊になります。

食事：公民館での食事の提供はありません。被災地はいまだに不自由な環境です。今回の訪問では、自己完結型の訪問をしますので、食事は持参・簡易自炊、ゴミは京都まで持ち帰ります。
費用：3,000円＋米2合（交通費、食費）
その他：桜の植樹は1本3,000円です。今回の訪問にあたって、何本植樹するか、また他に応援のために持って行くものなどについては参加者で相談して決めて行きたいと思います。
　　　　『陸前高田さくらプロジェクト』については、下記URLを見て下さい。

　　　　http://takada2sakura.digi2.jp/index.html
『陸前高田さくらプロジェクト』

○はじめに

　2011年3月11日、地震に続く大津波によって、陸前高田市は壊滅的な打撃を受けました。

市の中心部をなす平野部はもちろん、沢を駆け上った津波によって、気仙川流域では河口から７キロ地点までが一瞬に瓦礫と化しました。

　死者・行方不明者は2400人、家屋を失って避難を余儀なくされた人は1万6500人、震災時の人口が2万3000余であったことからみても、被害の大きさがお分かり頂けると思います。

　最大で1.28メートルといわれる地盤沈下によって、海岸線から400メートルが今も水没し、

高田松原は一本を残して全滅しました。国定公園の指定をうけた景勝・高田松原は、防潮林として350年の歳月をかけて市民が守り育ててきたものでした。

　1960年のチリ津波の際には一部決壊したものの、見事に回復しました。広田湾に面して弓なりに続く２キロ7万本の松原は、市民の誇りであり歴史であり貴重な観光資源でもありました。津波は、街の人々が長い時間をかけて営々と築き上げてきた物を一瞬に奪い去りました。

　震災の１カ月前に就任したばかりの戸羽太市長は、ご自身も奥さんを亡くされ、市職員の４分の１を失うという困難な状況の中で復興の陣頭指揮をとっています。その戸羽市長が週刊誌での阿川佐和子氏との対談で、「街を修理するのでなく新しい街をつくる」「心配してくださった世界中の人に、あの陸前高田がこんなすばらしい街になったといわれるような街にする」と悲壮な決意を述べています。そして対談の最後に、「この街を桜でいっぱいにしたい」といっています。

　これを受け、私たち陸前高田内外の有志は「陸前高田さくらプロジェクト」を立ち上げました。桜を愛し被災地の復興を願う全国の皆さんに募金を呼びかけ、陸前高田の山野に10年間にわたって、街の人々とともに植樹をしていこうと考えています。高田松原を失った街の皆さんとともに、美しい街を取り戻していきたいと考えています。

　高齢化率35パーセントという現状を考えれば、復興は困難を極めることが予想されます。私たちは、その険しく長い道のりを、全国の心ある人々とともに伴走していきたいと思います。小さな桜の苗木が復興の足取りとともに生長し、時に道を失うことがあれば、花あかりが復興へのともしびになることを願ってやみません。

○プロジェクトの目的および活動計画

　当プロジェクトは、再生復興の願いをこめて、陸前高田の山野に10年間にわたって桜の植樹を行ないます。場所、本数などは市と協議して行ないますが、少なくとも亡くなった方の数を植えていきたいと考えています。

　植樹は基本的に年に一度、広くボランティアを募って行ない、市民の皆さんと交流を深めていただき、息の長い支援をお願いしたいと考えます。 地震・津波によって水没した浜が回復し、条件が整えば、松原復興の活動が始まると思います。当プロジェクトはその活動を全面的に支援していきます。

　当プロジェクトの運営は寄付金でまかなわれますが、植樹関連の経費を超える部分は陸前高田市に寄付いたします。
